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西白山台小だより
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一学期のまとめをしっかりと
校長 原 寿

♪卯の花の匂う垣根に 時鳥（ほととぎす）早も来鳴きて 忍音（しのびね）もらす 夏は来ぬ♪

「夏は来ぬ」に歌われた卯木（うつぎ）が、校門脇の花壇で白い花を咲かせています。

いよいよ明日から７月に入ります。早いもので夏休みまで３週間となり、学校では学習の

まとめ、夏休みの課題・過ごし方などについて計画的に指導を進めているところです。

さて、今回は６月までの教育活動を３つの努力目標から振り返ってみたいと思います。

【知】よく聴きよく考える子～日常の授業実践を通して～

「話を集中して聴くこと」を学習すべての基盤ととら

え、聴き方名人「あいうえお」に取り組んできました。

右の写真のように、１年生も聴き方名人になってきまし

た。「聴くこと」を大切にしながら、学び合う活動を充実

させていきたいと考えています。子ども達は落ち着いた

雰囲気の中、集中して学習しています。

【徳】きまりを守り思いやりをもつ子～リトルJUMPチームの活動から～

６月２８日の全校朝会で、八戸警察署の方々をお迎えしリトル JUMP チームの委嘱
状交付式を行いました。本校のリトル JUMP チームはすでに、朝のあいさつ運動や廊
下歩行などの活動を進めてきました。夏休みを間近に控え、全校がリトル JUMP チー
ムの一員であるという自覚と「社会のきまりを守る」「自分やみんなの命を大切にする」

などの意識が高まり、非行防止の輪を広げることにつながったと思います。

【体】進んで体をきたえる子～運動タイム・校内研修を通して～

運動タイムを通して、体力の向上と運動に親しむ態度

を育む活動を進めています。更に、校内研修も体育科の

授業研究に取り組んでいます。５月には５年２組を対象

に八戸市総合教育センターの島浦副所長による示範授業

が行われました。島浦先生の授業と講義は、本校の教員

にとって大変参考になりました。その後、６月には１年

生と６年生の研究授業が行われました。７月３日はいよ

いよグラウンド開きです。校内研修の成果が日常の授業にも反映されはじめています。

保護者の皆様には、７月６日の第２回参観日に足を運んでいただき、子ども達の成長と

頑張りをご覧くださるようお願い申し上げます。

〈 ７ 月 の 行 事 予 定 〉

３（月） グラウンド開き 定期配信 １２（水） 音楽朝会 食に関する指導（６年）

４（火） 集金日 １３（木） クラブ活動

５（水） 学校教育課訪問 １８（火） ５時間授業

６（木） 参観日 ５時間授業 １９（水） 全校朝会 水泳教室（１年）

７（金） ５時間授業 おはなし会（４年）

１０（月） 地域安全マップ作り（４年） ２０（木） ５時間授業

１１（火） よみきかせ グッジョブ受入 ２１（金） 一学期終業式 ３時間授業

◇◇◇全校おはなし会～新山先生をお迎えして～◇◇◇
○６月２７日、多目的ホールで全校を対象におはなし会を開催

しました。民話「ひさの星」のよみきかせをしてくださったの

は白山台小学校第２代校長新山淑子先生です。先生の絶妙な語

りに、子ども達は聞き入っていました。よみきかせボランティ

アの方々も多数参加していただき、西白山台小学校のよみきか

せのスタートにふさわしい素敵なおはなし会となりました。

□□□地域とともに～坂牛川の学習（３年生）～□□□

６月２０日、学校の東側を流れる坂牛川の環境整備を続けて

きた「水辺サポーター」の工藤さん、菅原さん、新居さんをお招

きし、３年生の総合的な学習が行われました。代表の工藤さんか

ら、写真を使いながら坂牛川を整備してきた理由やどのように守

り続けてきたのかについて、お話をうかがうことができました。

「４２名の仲間と一緒に整備してきました。助け合う仲間がい

てくれたおかげ。」という想いのこもった工藤さんの一言一言に、子ども達は深くうなずいて

いました。「坂牛川で観察して、いっぱい遊んで、心のふるさとに！」という工藤さんの強い

願いが伝わった学習会でした。坂牛川水辺サポーターの皆様ありがとうございました。

【最高の思い出～修学旅行～】
６月１４日～１６日の３日間、６年生が洞爺湖・函館方面へ修学旅

行に行ってきました。（白山台小と同じ旅程でした）天気にも恵まれ計

画通りに進み、だれ一人体調を崩すことなく帰校しました。楽しみに

していたルスツの遊園地や自主見学、函館の夜景、買い物…。５２名

それぞれの心に残る素晴らしい思い出ができたことと思います。

学校の中だけの交流から知ることのできなかった面を友達の中に見

い出し、より深い友情を育てるきっかけにもなった旅行だったと思い

ます。子ども達と同様、引率した教員にも忘れがたい旅となりました。


